
 

 

7. 普及啓発 

7-1. 概要 

行動計画に示す普及啓発の取組として、県民の外来種問題への意識向上や、ペットや園芸植物

等の適正飼養・栽培を促すため、県民や関係事業者等に対し、普及啓発のための取組を実施した。 

 

・県民全般      イベントでのブース出展・パネル展の開催 

・学校等      普及啓発資料の作成・配布 

・ペットショップ・園芸ショップ等   普及啓発資料の配布 

・農林水産業従事者     普及啓発資料の配布 

・運輸関連従事者（非意図的外来種）   普及啓発資料の作成・配布 

・意図的外来種（外来植物の適正利用方針）  普及啓発資料の配布 

 

以下、行動計画での記載内容と今年度の取組を整理した。 

 

7-2. 県民全般 

【行動計画での記載内容】（p3） 

(1) 対策基盤の整備 

1) 普及啓発 

① 県民全般 

外来種はペット等としても多く利用されており、私たちの生活と密接に関わっています。この

ため、県民一人ひとりが外来種問題を認識し、外来種被害防止三原則（「入れない」「捨てない」

「広げない」）を守ることが大切です。 

現在実施している捨て犬・捨て猫ゼロを目指した「一生うちの子プロジェクト」によりペット

の適正飼養を促すとともに、行政施設等においてパンフレットの配布やポスターの掲示等を行い、

県民全体の外来種問題への意識向上を図ります。また、県内で開催されるイベント（県民環境フ

ェア等）にブースの出展を行い、パンフレットの配布やパネルの展示を行います。 

 

【今年度の取組内容】 

(i) 環境フェアへのブース出展 

新型コロナウイルスの影響により 3 年ぶりに開催された環境フェア（従来の環境フェアを発展

させた参加体験型フェアとして開催されたエコライフ＆ネイチャーフェア）でブース出展を実施

した。なお、本外来種対策事業及びその他外来種対策事業（両生類・爬虫類対策、鳥類対策、植物

対策、哺乳類対策）と連携したブース出展とした。 

ブース内の展示スペースにも限りがあったため、本事業からはアイキャッチとなる「外来種実

物大パネル」及び「外来種紅型」、ヒアリ標本を観察できる「ヒアリ顕微鏡観察」の 3点を展示し

た。また、普及啓発資料として、外来種対策指針概要版（以下「指針パンフ」とする）及びグッズ

（シール・ステッカー）を配布した。当日は天候不良であったが、老若男女問わず多くの方々に

観覧いただけた。資料の配布数は指針パンフ 74 部、シール 183 部、ステッカー150 部であった。 
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環境フェアの開催概要と出展状況は以下のとおりである。 

・日時  令和 4年 11月 12日（土）10:00～17:00 

・場所  沖縄こどもの国 水と緑の広場 

・来場者数 3,971人（施設全体） 

・ブースの様子  

   

 

(ii) 図書館等でのパネル展開催 

新型コロナウイルスの感染状況によりイベント等が中止される場合に備え、別の普及啓発の機

会として、昨年度は図書館等でのパネル展を企画、実施した。今年度も引き続き、生物や外来種

問題への興味・関心の有無にかかわらず、様々な方たちが観覧可能な場所として、図書館でパネ

ル展を実施した。展示物は昨年度使用した 5種（解説パネル、外来種実物大パネル、外来種紅型、

ヒアリ顕微鏡観察、資料配布）に加え、市町村担当課や博物館学芸員等と連携することで、地域

に合わせた内容や、種の特徴や詳細な解説などの深掘りした内容とした。なお、会場や展示場所

の広さに合わせ、展示物は適宜変更した。また、普及啓発資料は指針パンフ及びシール・ステッ

カーに加え、今年度は学校向けに作成した教材等も配布した。 

 

表 7-2.1 図書館等でのパネル展の開催状況 

会場 期間 備考 

沖縄県立図書館 R4/8/17～8/29 - 

宮古島市立図書館 R4/8/17～8/31 宮古島市環境保全課と連携（展示物の提供） 

・市が対策を行っているインドクジャクの紹介 

・インドクジャク等による影響を受けていると考え

られるミヤコカナヘビに関する普及啓発グッズ 

石垣市立図書館 R4/9/21～10/6 環境省石垣自然保護官事務所と連携（展示物の提供） 

・外来カエル対策の紹介（パネル、フィギュアなど） 

名護市立中央図書館 R4/10/25～11/8 名護市環境対策課と連携（展示物の提供） 

・市で作成した特定外来生物（マングース、ツルヒヨ

ドリ）の防除パンフレット 

名護博物館と連携（展示物の提供） 

・名護市の川の外来生物問題の紹介（パネル） 

久米島町複合型防災・

地域交流センター 

ほんのもり 

R5/2/22～3/10 久米島ホタル館と連携（展示物の提供） 

・久米島の自然と外来カエルについて（パネル） 
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会場 期間 備考 

沖縄県立博物館・美術

館 

R5/3/4～3/19 「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島 世界

自然遺産展」へのパネル及び配布資料の提供 

 

 

沖縄県立図書館 

［展示スペース］ 

 

宮古島市立図書館 

［ブラウジングコーナー］ 

 

インドクジャクの紹介 

（宮古島市環境保全課 提供） 

 

ミヤコカナヘビの啓発グッズ 

（宮古島市環境保全課 提供） 

 

石垣市立図書館 

［展示室］ 

 

八重山のカエル類の紹介 

(環境省石垣自然保護官事務所 提供) 

 

八重山のカエル類のフィギュア 

(環境省石垣自然保護官事務所 提供) 

 

名護市立中央図書館 

［展示ホール］ 

 

特定外来生物の防除パンフレット 

（名護市環境対策課 提供） 

 

名護市の川の外来生物問題の紹介 

（名護博物館 提供） 

 

久米島町複合型防災・地域交流セン

ター ほんのもり ［2階フロア］ 

 

久米島の自然と外来カエルについて 

（久米島ホタル館 提供） 
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沖縄県立博物館・美術館 

［県民ギャラリー］ 

  

（奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島 世界自然遺産展） 

 

 

 

表 7-2.2 図書館等でのパネル展の展示内容 

解説パネル 沖縄県の外来種対策やリスト掲載種を紹介したパネル 

外来種実物大パネル リストで優先的に対策する種と選定した外来種の実物大写真 

外来種紅型 リストで優先的に対策する種と選定した外来種を紅型で表現したもの 

ヒアリ顕微鏡観察 関心の高い実物のヒアリ（標本）を観察する顕微鏡 

資料配布 指針パンフ（A4冊子）や普及啓発グッズ（シール・ステッカー）、学校

向けに作成した啓発資料（教材等）の配布 

 

 

解説パネル 

 

外来種実物大パネル 

 

外来種紅型 

 

ヒアリ観察顕微鏡 

 

資料配布 
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【解説パネル】B1（1030mm×728mm）3枚 
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【外来種紅型】 

 ・重点対策種 15種 
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 ・重点予防種 6種、産業管理外来種 3種 
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【普及啓発グッズ】シール（上）・ステッカー（下） 
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6会場でパネル展を実施し、指針パンフ（A4冊子、8ページ）を 620部、外来種リストで優先的

に対策する種とした生物のシール及びステッカーをそれぞれ 1,430 部、1,273 部配布した。ここ

での配布数は持ち帰られた数を指すが、昨年度と同様に、冊子体である指針パンフよりも気軽に

手に取りやすいと考えられるシール及びステッカーの配布数が多い結果となった。また、教材等

も 1,270部配布した。 

各会場でアンケートを実施し、計 84人から回答を得た。外来種という言葉については、88％の

方が意味を知っていたものの、8％は言葉は聞いたことがあるが意味は知らなかった、という回答

であった。沖縄県が外来種対策を実施していることについては、60％の方が知っていたものの、

37％は知らなかった。また、このパネル展を通じて、90％の方から理解が深まったと回答を得た。

印象に残った内容では、「ヒアリ顕微鏡観察」が 59％と最も高く、次いで「外来種実物大パネル

（57％）」、「外来種紅型（51％）」、「解説パネル（35％）」の順であった。感じたこととして、「飼育

している動物を捨てない、逃がさない」及び「外来種についてもっと学びたい」が最も高く 58％、

次いで「外来種対策のイベントに参加したい（36％）」、「植物を敷地外に植えない（35％）」、「そ

の他（25％）」の順であった。「その他」への記載内容として、子ども達に教えたいと思った、高校

の生物基礎の授業に取り入れようと思った、生きた外来種を見つけた場合どうしたらよいのか知

りたい、などがあった。 

また、パネル展の会場として利用させていただいた名護市立中央図書館の職員から、夏休み等

に小学生向けに外来種に関するワークショップを連携して開催できないかと打診があった。次年

度内容等を検討し、開催に向けて準備を進める。 

 

表 7-2.3 普及啓発資料の配布数とアンケート回収数 

会場（開催日数：休館日等は

除く） 

配布数 アンケート

回収数 指針パンフ シール ステッカー 教材等 

沖縄県立図書館（12日） 90 177 166 374 16 

名護市立中央図書館（13日） 60 200 198 264 10 

沖縄県立博物館・美術館（14日） 345 691 598 - - 

久米島町複合型防災・地域交流

センター ほんのもり（13日） 
16 36 35 60 12 

宮古島市立図書館（13日） 57 155 92 343 25 

石垣市立図書館（13日） 52 171 184 229 21 

計 620 1,430 1,273 1,270 84 

シール・ステッカーの設置数は開催期間 1週間につき 100部を目途とした（沖縄県立博物館・美術館は除く）。 

教材等の配布数は設置した 5種類の資料（7-3. 参照）の配布数の合計を示す。 

沖縄県立博物館・美術館では展示スペースの関係から配布物は 3種とし、アンケートは実施しなかった。 
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